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国
土
審
議
会
は
五
月
二
十

八
日
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
Ａ
Ｐ
東
京
八
重
洲
通
で

第
九
回
計
画
部
会
（
部
会
長

・
奥
野
信
宏
中
京
大
学
総
合

政
策
学
部
教
授
）
を
開
き
、

新
国
土
形
成
計
画
と
第
五
次

国
土
利
用
計
画
の
最
終
報
告

日
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
ト
イ
レ
は
外
交
、
成
長

戦
略
、
防
災
、
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
も
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
女

性
が
外
出
し
た
場
合
、
ト
イ

レ
空
間
は
荷
物
の
整
理
、
着

案
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。
新
国
土
形
成
計
画
で
は

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回

復
へ
水
イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的

な
維
持
管
理
・
更
新
を
推
進

す
る
。

対
流
促
進
型
国
土
の
形
成

を
基
本
構
想
と
す
る
新
国
土

替
え
、
身
だ
し
な
み
の
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

有
識
者
に
よ
る
「
暮
ら
し
の

質
」
検
討
会
で
は
女
性
が
暮

ら
し
や
す
い
空
間
づ
く
り
の

象
徴
と
し
て
ト
イ
レ
を
取
り

上
げ
た
。
新
た
に
ジ
ャ
パ
ン

・
ト
イ
レ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

し
て
ト
イ
レ
空
間
や
ト
イ
レ

に
関
す
る
取
り
組
み
の
好
事

例
を
広
く
発
信
す
る
。

形
成
計
画
で
は
①
安
全
で
豊

か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
の
で

き
る
国
②
経
済
成
長
を
続
け

る
活
力
あ
る
国
③
国
際
社
会

の
中
で
存
在
感
を
発
揮
す
る

国
│
│
の
三
点
を
国
土
づ
く

り
の
目
標
に
掲
げ
た
。
こ
の

う
ち
国
土
資
源
・
海
域
の
利

日
本
ト
イ
レ
大
賞
は
内
閣

環
境
省
は
五
月
二
十
七

日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅
日
本
橋

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

で
第
一
回
「
大
規
模
災
害
発

生
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物

対
策
検
討
会
」
（
座
長
・
酒

用
と
保
全
に
関
す
る
基
本
的

施
策
で
は
健
全
な
水
循
環
の

維
持
・
回
復
へ
流
域
の
総
合

的
・
一
体
的
管
理
、
貯
留
・

涵
養
機
能
の
維
持
・
向
上
、

水
の
適
正
・
有
効
な
利
用
な

ど
に
力
を
入
れ
る
。
老
朽
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
水
イ
ン

官
房
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く

社
会
づ
く
り
推
進
室
が
主

催
。
空
間
部
門
と
活
動
部
門

の
二
部
門
で
構
成
さ
れ
、
施

井
伸
一
京
都
大
学
環
境
安
全

保
健
機
構
附
属
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
長
）
を
開
き
、
災
害

廃
棄
物
対
策
行
動
指
針
の
検

討
を
開
始
し
た
。
官
民
の
連

携
に
よ
る
「
災
害
廃
棄
物
処

フ
ラ
に
つ
い
て
は
戦
略
的
な

維
持
管
理
・
更
新
を
推
進
す

設
類
型
別
・
活
動
類
型
別
に

そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
事
例
を
選

定
す
る
。

空
間
部
門
は
商
業
・
集
客

施
設
、
オ
フ
ィ
ス
・
事
務

所
、
交
通
・
旅
客
施
設
、
学

校
施
設
、
公
衆
ト
イ
レ
な
ど

が
対
象
と
な
る
。
世
界
に
誇

り
た
く
な
る
ト
イ
レ
、
子
供

た
ち
が
入
り
た
く
な
る
ト
イ

レ
、
資
金
を
工
夫
し
て
快
適

に
し
た
ト
イ
レ
、
行
列
解
消

を
図
っ
た
女
性
用
ト
イ
レ
な

ど
を
公
募
す
る
。

活
動
部
門
は
途
上
国
支
援

・
国
際
貢
献
、
災
害
対
応
・

環
境
配
慮
、
ま
ち
づ
く
り
・

観
光
支
援
な
ど
に
区
分
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
途
上
国
に

お
け
る
ト
イ
レ
の
設
置
、
無

理
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

(

仮
称
）
の
実
現
を
め
ざ
す
。

大
規
模
災
害
の
被
災
地
域

は
一
都
道
府
県
に
と
ど
ま
ら

ず
、
通
常
の
災
害
と
異
な
る

対
応
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

る
方
針
だ
。

一
方
、
新
国
土
形
成
計
画

と
一
体
の
も
の
と
し
て
策
定

す
る
第
五
次
国
土
利
用
計
画

で
は
国
土
利
用
の
方
向
性
と

し
て
①
土
地
利
用
関
連
法
規

制
の
適
切
な
運
用
②
国
土
の

安
全
性
の
確
保
③
持
続
可
能

な
国
土
の
管
理
④
環
境
の
保

全
・
再
生
と
生
物
多
様
性
の

確
保
⑤
土
地
の
有
効
利
用
の

促
進
⑥
土
地
利
用
の
転
換
の

適
正
化
│
│
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

水
・
節
水
ト
イ
レ
の
開
発
・

普
及
、
女
性
・
子
供
な
ど
の

公
衆
衛
生
改
善
、
避
難
所
の

仮
設
ト
イ
レ
の
改
善
、
携
帯

・
管
理
ト
イ
レ
の
開
発
、
バ

イ
オ
ト
イ
レ
な
ど
に
よ
る
環

境
保
全
、
観
光
地
の
ト
イ
レ

マ
ッ
プ
整
備
、
ト
イ
レ
に
関

す
る
認
証
制
度
、
公
衆
ト
イ

レ
の
維
持
管
理
、
観
光
客
の

誘
致
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
、
食
と
排
泄
に
関
す
る
教

育
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。

六
月
末
ま
で
募
集
し
、
九

月
に
有
村
女
性
活
躍
担
当
相

が
出
席
し
て
表
彰
式
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
官
邸
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
内
閣
官
房
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
選
定
結
果
を
公

表
す
る
予
定
だ
。

た
め
国
、
地
方
公
共
団
体
、

事
業
者
な
ど
は
平
時
か
ら
大

規
模
災
害
に
備
え
、
被
災
し

な
か
っ
た
地
域
や
平
時
は
廃

棄
物
処
理
に
従
事
し
な
い
事

業
者
も
含
め
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。

初
会
合
で
は
和
田
篤
也
同

省
廃
棄
物
対
策
課
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
災
害
廃
棄
物

対
策
は
具
体
的
な
施
策
を
展

開
す
る
時
期
に
来
て
お
り
、

行
動
指
針
の
策
定
に
向
け
て

専
門
的
か
つ
広
範
な
議
論
を

お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。
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有識者検討会が初会合

有村担当相

政
府
は
五
月
二
十
六
日
、
快
適
な
ト
イ
レ
空
間
や
ト
イ
レ
を
通
じ
た
国
際
貢
献
・
災
害
対
応
な
ど
を
表
彰
す
る

日
本
ト
イ
レ
大
賞
を
創
設
し
た
。
有
村
治
子
女
性
活
躍
担
当
相
の
呼
び
か
け
で
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
「
暮
ら
し

の
質
」
向
上
検
討
会
の
提
言
を
踏
ま
え
、
国
民
的
気
運
を
高
め
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
イ
レ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
柱
と
し

て
全
国
の
優
良
な
取
り
組
み
事
例
を
募
集
す
る
。
二
○
二
○
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
て
高
機
能
な
ト
イ
レ
の
整
備
を
促
進
し
、
全
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
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計画部会で意見交換


